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北
海
道
に
植
民
地
の
庭
劃
が
あ
る
。
そ
れ
は
朋
治
二
十
こ
年
、
十
津
川
罹
災
民
移
住
地
に
施
行
せ
ら
れ
た
の
が
最
初
で

爾
後
年
々
之
を
施
行
し
て
み
る
が
、
其
の
逓
劃
は
、
大
、
中
、
小
の
三
つ
の
別
が
あ
っ
て
、
大
劃
は
九
百
間
（
十
五
町
）
四

方
、
地
積
八
十
二
萬
圷
、
印
ち
二
百
七
十
町
歩
で
あ
る
が
、
中
劃
は
其
の
九
分
の
一
、
郎
ち
三
十
町
歩
を
軍
位
こ
す
る
。

蔀
ち
大
九
百
間
の
三
分
の
…
、
三
百
欝
欝
方
で
九
萬
埣
（
三
拾
町
歩
）
、
恰
も
井
田
の
匿
劃
に
從
っ
て
み
る
。
こ
の
場
合
の

300藺
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井
田
の
一
劃
は
方
三
百
間
で
あ
る
。
こ
の
三
百
間
李
方
の
一
劃
を
更
に
小
さ
く
涯
分
し
て
、

こ
れ
を
山
ハ
等
分
す
る
ε
、
締
胆
百
五
十
間
、
横
一
説
間
、
即
ち
一
船
禺
五
千
坪
（
地
精
…
五
町
歩
）
こ
な

る
。
普
通
に
こ
の
一
小
男
を
以
て
農
家
一
戸
分
の
貸
附
地
ご
定
め
て
あ
る
。
（
北
海
撹
拓
櫨
進

歩
）　

斯
の
如
く
縦
横
に
涯
劃
を
定
め
る
こ
ビ
は
、
普
通
何
威
で
も
あ
る
こ
ざ
で
、
北
亜
米
利
加

州
加
奈
陀
の
8
コ
口
・
ぼ
㌧
も
殆
ん
ざ
こ
れ
ご
同
様
の
方
法
を
取
っ
て
み
て
、
極
め
て
土
地
の

働
事
な
李
野
を
、
人
間
が
威
呈
す
る
時
に
は
自
然
的
に
行
は
れ
る
こ
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
ゆ
加
奈
陀
で
入
六
哩
李
方
の
地



が
大
膳
で
之
を
三
十
六
分
し
、
覚
コ

を
得
、
之
を
記
つ
筥
皇
民
ご
し
て
、

る
の
で
あ
も
が
、
我
が
國
で
、
古
く
、
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ω
9
酔
δ
⇔
は
｝
哩
李
方
で
あ
る
が
、
之
を
四
分
し
て
百
六
十
莫
町
の
正
方
形
な
｝
匿
，

　
　
「
民
家
に
供
給
す
る
。
而
し
て
其
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
讃
方
は
一
よ
り
三
十
六
に
絡
・

　
　
三
里
の
制
が
行
は
れ
た
ε
こ
ろ
で
は
、
こ
の
加
奈
陀
の
け
9
く
二
。
・
置
℃
に
似
た
番
號

の
護
方
を
し
て
居
る
の
で
、
こ
う
い
ふ
こ
ざ
は
除
程
古
い
こ
ざ
で
あ
る
、
從
っ
て
北
海

道
の
井
田
の
形
で
あ
る
三
百
問
四
方
面
匿
翻
ε
い
ふ
も
の
は
、
ご
う
も
除
程
古
い
習
慣

を
復
活
し
た
形
の
も
の
で
は
な
い
か
ご
考
へ
た
の
で
、
一
つ
こ
の
支
那
の
古
い
地
割
を

考
へ
て
見
よ
う
か
ご
思
っ
た
の
で
あ
る
實
は
こ
の
三
百
間
帥
ち
、
五
町
ご
云
ふ
黒
馬
は

東
洋
の
地
割
の
根
本
を
な
し
て
居
る
ビ
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
有
名
な
李
下
の

耳
漏
の
、
井
田
ご
辮
し
て
居
る
も
の
も
、
五
萬
分
一
朝
任
地
圓
に
よ
っ
て
見
る
ご
、
五
・

町
四
方
の
も
の
を
井
字
形
に
九
等
分
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
随
録
ご
い
ふ
書
物
に
は
、

こ
れ
が
箕
子
の
遺
制
で
あ
る
井
田
だ
こ
述
べ
て
居
る
が
、
増
補
文
献
備
考
二
百
四
十
一

に
は
、

　
李
黒
黒
日
、
量
子
井
田
之
制
以
三
畝
九
畝
爲
準
、
良
古
立
木
爲
標
名
日
法
樹
、
中
途

墾
観
木
標
無
存
、
愚
頑
辛
未
改
籏
構
手
、
樹
石
四
隅
、
以
限
経
界
、
而
箕
子
志
所
載
箕
井
南
九
畝
、
路
総
理
干
瓢
毬
門

外
九
畝
路
、
而
今
則
其
抵
東
城
、
作
十
字
大
路
、
於
此
頗
失
古
蹟
云
、
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．
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號
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ξ
購
に
記
さ
れ
て
居
て
、
今
西
先
生
の
御
話
に
よ
れ
ば
、
な
ん
で
も
韓
久
庵
が
斯
く
あ
る
べ
し
ε
、
自
説
の
麺
り
に
改
造

し
π
も
の
だ
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
で
こ
れ
は
除
り
當
て
に
は
な
ら
ぬ
が
、
其
の
一
邊
が
五
町
、
三
百
間
あ
る
こ
い
ふ
こ

ざ
は
事
實
こ
し
て
幾
分
の
墾
考
に
な
る
。
現
に
五
萬
分
一
の
奈
良
の
市
街
圖
を
見
る
ご
、
實
際
瓦
町
に
し
て
大
蓮
り
で

あ
る
。
…
條
、
二
二
、
三
雲
、
名
張
街
滋
ご
な
っ
て
居
る
。
そ
れ
か
ら
我
が
京
都
市
の
一
萬
分
嚇
の
地
謡
を
見
る
ε
、
同

様
に
實
長
福
町
に
し
て
大
蓮
り
が
あ
る
。
こ
條
、
量
感
、
四
條
、
’
松
原
、
そ
れ
に
寺
町
、
東
洞
院
、
西
洞
院
、
大
宮
ご
縦

横
に
幌
別
せ
ら
れ
て
居
て
、
其
の
一
邊
を
横
に
四
分
し
、
縦
に
入
高
し
て
町
を
な
し
、
’
全
瞠
が
一
つ
の
坊
ご
な
っ
て
居
る

其
の
外
朝
鮮
で
光
陽
ざ
か
、
求
法
ご
か
、
北
青
ご
か
、
丁
度
穴
冠
町
の
城
壁
を
下
せ
る
市
街
が
甚
だ
例
が
多
い
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
は
恐
ら
く
支
那
の
里
ε
い
ふ
ε
こ
ろ
の
も
の
に
、
そ
の
根
元
を
持
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
ご
で
支
那
に
は
古
く
井
田
ご
云
ふ
地
割
の
方
法
が
あ
る
。
食
貨
誌
を
見
る
ご
、

　
理
民
之
蓮
地
葺
爲
本
、
故
必
建
歩
立
晦
、
正
課
経
界
、
六
尺
爲
歩
、
歩
百
弊
晦
、
晦
百
野
夫
、
夫
三
爲
屋
、
屋
三
、
駕
井
、

　
　
F
一
・
　
副

　
井
方
璽
、

ご
書
い
て
あ
る
謬
り
、
こ
の
弁
田
ご
い
、
ふ
も
の
、
輩
位
は
、
一
里
四
方
ご
い
ふ
こ
ご
に
な
っ
て
み
る
。
而
し
て
李
壌
の
井

田
を
減
じ
め
、
我
が
奈
良
や
、
京
都
の
町
長
の
五
町
、
三
百
間
と
い
ふ
長
さ
の
軍
位
で
あ
る
間
ビ
い
ふ
も
の
は
、
前
野
彼
、

あ
歩
で
あ
る
か
ら
、
三
百
聞
は
三
百
歩
、
郎
ち
一
里
宣
い
ふ
次
第
で
あ
っ
て
、
ざ
う
し
て
も
こ
の
井
田
ご
い
ふ
も
の
ご
何

、
等
か
の
關
係
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
井
田
の
地
割
ド
噌
い
ふ
も
の
は
ざ
う
で
あ
っ
π
か
ご
い
ふ
こ
ご
を
明
に
し
な
く
て
は
、



’

●

東
亜
の
地
走
の
歴
史
は
到
底
明
に
な
り
え
な
い
も
の
だ
ご
考
へ
る
の
で
あ
る
が
、
井
田
の
制
度
に
．
つ
い
て
は
、
史
學
雑
誌

第
二
十
二
懇
に
、
加
藤
通
読
の
、
支
那
古
代
の
土
地
制
度
ε
い
ふ
詳
し
い
論
文
が
あ
る
。
加
藤
氏
の
述
べ
ら
る
、
こ
こ
ろ

に
よ
る
ご
、
支
那
古
代
の
田
制
を
研
究
す
る
方
法
が
五
つ
畢
げ
て
あ
る
。
第
一
は
古
代
の
典
籍
を
調
ぶ
る
こ
ご
、
第
二
は

後
世
帥
ち
六
朝
、
階
、
唐
時
代
に
於
て
、
古
代
の
田
制
に
摸
し
て
定
め
ら
れ
た
ご
こ
ろ
の
制
度
を
調
べ
て
墾
考
に
す
る
・

ご
、
第
三
は
現
時
支
那
に
於
て
、
古
代
の
田
制
が
、
多
少
愛
楽
し
な
が
ら
残
っ
て
居
る
ビ
こ
ろ
は
な
い
か
、
第
四
は
支
那

以
外
の
受
壷
の
、
古
代
の
田
制
を
調
べ
て
墾
考
に
す
る
こ
ビ
、
第
五
は
同
じ
く
外
翼
に
射
て
、
現
存
す
る
ご
こ
ろ
の
古
代

の
田
制
に
類
似
し
た
田
制
を
調
べ
て
墾
考
に
す
る
こ
ご
の
五
つ
を
列
墨
し
て
、
其
の
最
も
重
要
な
る
も
の
は
、
無
論
第
一

の
方
絵
で
あ
る
ど
述
べ
ら
れ
て
み
る
が
、
私
も
誠
に
こ
れ
ご
同
仁
で
あ
る
。
同
氏
は
か
く
研
究
方
法
を
述
べ
て
後
、
こ
の

制
度
に
つ
い
て
除
程
詳
細
に
養
せ
ら
れ
て
る
る
が
、
さ
て
其
の
實
際
の
面
積
は
い
く
ら
あ
っ
た
か
ご
い
ふ
こ
ご
に
つ
い
て

は
う
未
だ
研
究
螢
表
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
著
地
ビ
云
っ
て
實
際
に
土
地
の
上
に
立
つ
制
度
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
其
の
土
地
の
廣
さ
を
幾
何
な
り
ご
考
へ
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。
私
は
何
ビ
か
し
て
其
の
廣
さ
が
い
か
い
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
へ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
制
度
憂
遷

の
歴
史
は
こ
れ
を
他
の
學
者
に
任
せ
て
、
先
づ
第
一
に
井
田
の
墓
礎
を
な
し
て
み
る
、
⊥
淵
叢
爲
歩
ご
い
ふ
こ
ご
に
入
っ
て

み
る
。
私
が
こ
れ
を
論
ず
る
基
本
を
な
す
も
の
は
、
古
來
の
尺
度
の
考
へ
で
あ
る
。
先
年
水
濡
雪
圖
を
作
っ
た
際
に
考
定

し
だ
ご
こ
ろ
の
、
里
程
の
考
へ
が
其
の
源
で
あ
っ
て
、
今
本
論
に
於
て
、
憂
化
の
多
い
、
又
種
類
の
多
い
支
那
の
尺
を
論

　
　
　
小
鳴
巷
　
　
研
　
究
　
　
支
那
古
代
の
魎
鯛
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
「
號
　
　
　
七
｝
　
　
（
七
一
）



　
　
　
落
入
巻
　
研
究
　
支
那
古
代
の
塊
幽
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
第
…
號
　
　
七
二
　
（
七
二
）

す
る
こ
ご
は
、
葬
り
に
横
滋
に
入
る
か
ら
、
そ
れ
は
後
臓
に
蓮
べ
る
こ
ご
、
し
て
、
ざ
つ
ご
其
の
結
論
を
述
べ
て
み
る
◎

三
省
黄
河
全
闘
述
意
十
二
條
の
中
に
、
康
熈
五
十
年
の
上
野
が
あ
る
。
其
の
語
に
、

　
天
上
度
数
倶
從
地
之
寛
大
惚
合
、
遊
興
時
尺
弊
之
、
天
上
一
度
、
通
有
地
上
二
百
五
十
里
、
以
今
時
墨
取
上
之
、
　
一
度

　
即
有
地
上
二
百
里
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
監

ご
あ
っ
て
、
康
熈
帝
以
後
現
在
で
は
尺
が
長
く
な
っ
て
み
て
、
目
下
の
支
那
で
は
、
工
部
管
造
尺
こ
い
ふ
も
の
を
用
ひ
、

一
度
を
二
百
里
ご
し
て
み
る
が
、
こ
の
上
諭
は
實
は
大
士
一
統
圖
を
作
っ
た
時
に
出
し
た
も
の
で
、
一
統
圖
の
支
那
版
の

カ
は
二
百
里
に
し
て
あ
る
け
れ
ご
も
、
同
じ
時
北
出
來
た
グ
ン
ヅ
イ
ル
の
圖
は
二
百
五
十
支
那
里
を
、
一
度
ビ
し
て
み
る
。

而
し
て
こ
の
・
二
百
五
十
里
に
つ
い
て
は
、
聖
租
は
こ
の
一
度
二
百
五
十
里
の
長
さ
は
岡
時
の
圭
算
で
あ
る
ご
云
っ
て
居
る

の
で
あ
る
が
、
空
9
夢
。
塗
窟
の
支
那
扁
恕
五
百
四
十
二
頁
に
、
ウ
ル
ガ
ン
ご
ト
ク
マ
ッ
ク
の
間
玄
舞
の
五
百
里
と
云
へ
る

を
以
て
、
唐
の
里
数
、
赤
滋
一
度
の
長
さ
二
百
五
十
里
に
當
る
を
論
じ
て
み
る
の
で
、
唐
代
に
も
二
百
五
十
里
が
一
度
で

あ
っ
た
ご
み
ら
れ
る
。
唐
渾
天
支
志
に
あ
る
南
宮
説
の
棚
晒
に
つ
い
て
、
小
川
博
士
指
導
の
下
に
、
私
が
考
察
し
た
こ
こ

ろ
に
よ
る
ご
、
一
度
は
同
じ
く
二
百
五
十
里
で
あ
る
。
更
に
桑
原
博
士
は
績
吏
的
研
究
に
、
張
籍
の
遽
征
を
論
じ
ら
れ
て

漢
唐
の
里
数
に
差
の
な
き
こ
ビ
を
述
べ
ら
れ
て
み
る
。
從
っ
て
一
度
二
百
五
十
里
の
里
の
長
さ
は
、
漢
代
に
も
購
う
は
な

一
い
。
從
っ
て
周
以
後
、
康
熈
帝
王
漫
化
が
な
い
ご
考
へ
ら
れ
る
。
殊
に
今
日
で
も
工
部
螢
造
尺
の
一
度
、
二
百
里
の
畏
さ

は
、
世
間
に
通
用
せ
ぬ
の
で
、
周
以
後
、
否
少
く
ご
も
漢
以
後
墾
化
が
な
い
Q
里
ご
い
ふ
も
の
は
先
づ
饗
っ
て
み
な
い
も
．



の
だ
ε
考
へ
て
よ
か
ろ
う
ご
謂
ふ
の
で
あ
る
。
然
る
に
尺
の
方
は
、
工
事
ご
唐
尺
と
の
問
に
差
が
あ
る
。
必
至
志
に
あ
る

王
藩
劉
歌
の
銅
斜
尺
ビ
か
、
後
漢
建
武
尺
、
晋
泰
始
十
年
の
、
轟
轟
の
作
っ
た
晋
前
縦
な
ざ
云
ふ
も
の
は
、
律
暦
学
に
周

尺
こ
し
て
同
一
の
も
の
だ
ご
あ
る
。
け
れ
ざ
も
そ
の
考
へ
は
蓮
っ
て
み
て
、
實
は
周
尺
ビ
い
ふ
も
の
は
短
い
も
の
で
あ
る

そ
れ
は
羅
振
玉
響
の
樺
衡
度
量
衡
實
六
畜
に
よ
っ
て
み
て
も
分
か
る
の
で
あ
っ
て
、
周
の
一
尺
は
大
抵
我
が
國
の
、
曲
尺

の
六
寸
三
分
よ
り
四
分
の
間
に
出
入
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
最
も
多
く
の
實
験
か
ら
出
て
み
る
鎭
圭
尺
は
六
寸
四
分
で
、

先
づ
そ
れ
が
ス
タ
ン
ダ
ー
1
3
で
あ
る
ご
考
へ
ら
れ
る
。
日
本
で
は
古
く
近
家
宿
禰
が
、
「
以
曲
尺
六
寸
二
分
五
厘
爲
周
智
一

尺
以
周
尺
ご
尺
二
寸
爲
古
尺
」
（
帥
事
前
尺
）
ε
云
っ
て
み
る
。
除
光
啓
の
農
政
全
書
に
研
げ
て
み
る
周
尺
も
六
寸
．
三
分
の

も
の
で
あ
・
り
、
雑
録
に
翠
げ
て
る
る
朝
鮮
の
周
尺
は
七
寸
で
、
少
し
く
の
び
て
い
る
が
、
實
際
は
日
本
曲
尺
の
六
寸
六
分
で

あ
っ
て
、
同
様
の
長
さ
で
あ
る
り
こ
れ
を
第
∴
類
マ
」
す
る
ご
、
第
二
類
に
な
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
王
葬
の
銅
尺
、
開
乖

尺
、
晋
前
結
の
類
で
、
何
れ
も
日
本
曲
尺
の
入
寸
で
あ
る
。
次
に
第
三
類
に
な
る
尺
が
あ
る
。
罠
本
の
曲
尺
は
そ
れ
で
前

の
よ
為
’
も
二
寸
長
く
、
螢
造
寺
も
同
機
で
一
尺
二
分
あ
る
。
即
ち
支
那
降
本
に
は
古
よ
り
、
菊
ざ
し
六
寸
、
告
ぎ
八
寸
、

か
ね
一
尺
、
く
ぢ
ら
一
尺
二
寸
五
分
ご
い
ふ
風
に
、
大
膿
二
寸
づ
、
長
い
尺
が
あ
る
、
律
暦
志
の
十
五
等
の
尺
は
凡
て
こ

の
碗
・
。
。
・
δ
”
這
ご
い
ふ
風
の
四
幅
の
等
比
級
数
の
カ
ラ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
て
考
へ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
延
び
だ
理
由

は
後
日
改
め
て
論
ず
る
こ
ご
に
す
る
。
斯
く
尺
に
は
墾
化
が
あ
る
が
、
里
数
の
方
で
は
其
の
根
本
を
罪
す
も
の
は
人
聞
の

歩
幅
で
あ
っ
て
、
渉
幡
に
古
來
愛
化
が
な
い
か
ら
、
里
の
長
さ
も
古
來
墾
化
が
な
い
。
即
ち

　
　
　
第
λ
．
谷
　
　
研
　
究
．
　
丁
丁
油
化
の
恥
射
に
つ
P
て
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
三
　
　
（
七
三
）



　
　
　
第
八
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
古
代
の
塊
甥
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
「
號
　
　
　
七
四
　
　
（
七
四
）

　
周
の
王
制
　
入
尺
爲
歩
ε
あ
る
の
は
曲
六
寸
の
八
尺
一
四
質
入
寸

　
秦
ρ
制
六
尺
爲
歩
（
始
皇
本
紀
二
十
六
年
の
條
）
は
八
寸
の
⊥
ハ
尺
、
郎
ち
四
尺
入
婿

　
唐
の
制
　
狙
擦
の
言
に
よ
れ
ば
唐
代
古
制
を
失
は
す
し
て
從
前
相
承
六
尺
爲
歩
、
三
百
歩
を
里
ご
な
す
は
、
邸
ち
開

　
　
　
　
　
　
三
尺
八
寸
の
六
尺
で
四
尺
八
寸

　
こ
れ
に
よ
っ
て
み
て
も
．
度
の
基
本
を
な
す
歩
ご
い
ふ
も
の
、
長
さ
は
、
五
千
年
墾
化
の
な
か
っ
た
も
の
だ
ε
考
（
て

よ
．
う
し
い
の
で
あ
り
、
尺
も
其
の
基
礎
は
ゆ
る
が
訟
も
の
だ
ご
考
へ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
如
上
の
結
論
が
親
り
に
誤
り
な

き
も
の
ご
す
れ
ば
、
田
制
の
方
に
於
て
も
、
其
の
輩
位
を
な
す
も
の
は
歩
で
あ
る
以
上
、
周
代
以
後
今
日
に
至
る
ま
で
、

大
晦
の
標
準
に
鍵
盤
な
か
っ
た
も
の
ε
考
へ
て
よ
い
ご
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
田
制
の
基
を
な
す
所
の
歩
ご
、
都
城
の
長
さ

又
は
道
里
を
は
か
る
歩
ピ
い
ふ
も
の
に
は
、
里
程
古
く
か
ら
、
差
が
あ
っ
て
、
周
の
王
制
に
は
「
入
尺
惚
薬
」
ビ
い
っ
て
み

る
の
に
、
司
馬
法
に
は
「
六
尺
爲
歩
、
歩
百
獣
畝
」
ご
あ
り
、
田
制
の
方
は
短
か
い
。
秦
愚
書
を
通
じ
て
遽
里
の
方
は
、
「
六

尺
爲
歩
」
で
あ
る
に
、
田
制
は
五
尺
爲
歩
で
あ
る
。
こ
ふ
い
ふ
風
に
同
じ
歩
に
長
短
が
あ
る
外
に
、
尺
の
方
が
、
今
云
ふ

通
り
、
二
寸
つ
、
延
び
た
も
の
を
用
ひ
る
か
ら
、
今
日
の
支
那
の
量
に
用
ひ
る
間
棟
、
師
ち
弓
ε
云
ふ
も
の
を
見
る
と
、

非
常
に
長
短
が
あ
っ
て
、
到
底
一
概
に
論
じ
去
る
こ
ご
が
軽
舟
か
澱
る
も
の
が
あ
る
。
劃
一
延
文
里
腹
考
懇
一
、
田
賦
考

ζ
、
「
州
縣
地
、
用
歩
弓
、
旗
荘
屯
田
勾
玉
」
ピ
あ
っ
て
、
’
又
直
隷
省
ご
奉
天
ビ
は
部
頒
に
同
じ
き
の
み
、
其
の
他
山
東
、

河
南
、
山
西
、
江
西
、
縞
建
、
三
江
、
湖
北
、
陳
西
紀
の
各
省
、
或
は
三
尺
二
寸
三
尺
三
寸
、
四
尺
五
寸
、
六
尺
五
寸
、

～



七
尺
五
寸
を
以
て
一
弓
こ
し
、
或
は
二
百
六
十
弓
を
以
て
、
或
は
二
百
七
十
弓
を
以
て
一
方
ご
な
す
、
長
薦
盤
場
の
如
き

は
三
尺
入
寸
を
以
て
一
弓
ビ
し
、
三
百
六
十
弓
、
山
回
百
弓
、
六
百
九
十
弓
の
一
白
あ
り
、
然
し
宅
部
尺
を
用
ひ
る
わ
け
に

は
な
ら
ぬ
か
ら
新
墾
の
地
の
外
、
薔
來
の
も
の
に
よ
る
こ
ご
、
す
ビ
出
て
居
る
G
甚
だ
雑
駁
で
あ
る
が
、
弓
に
か
く
差
が

生
じ
た
理
由
は
、
帥
ち
尺
の
四
種
あ
る
ビ
こ
ろ
か
ら
出
た
も
の
で
、
こ
の
弓
を
漢
唐
以
後
の
田
制
に
從
ひ
、
一
歩
五
尺
こ

し
て
割
り
出
す
ご
、
左
表
の
如
く
に
な
る
。
帥
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
部
尺
の
）

（5）’　（4）　（3＞　（2）　（i

三
尺
二
寸
－
五
尺
…
一
尺
i
六
寸
四
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
）

三
尺
八
寸
i
五
尺
…
一
尺
i
七
寸
志
ハ
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
）

四
尺
五
寸
－
王
尺
…
一
尺
一
九
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
部
尺
）

六
尺
五
寸
一
五
尺
…
一
尺
三
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
都
尺
）

七
尺
五
寸
－
五
尺
…
一
尺
五
寸

第翠黛
類類類

｝
難

こ
か
や
う
に
な
っ
て
居
る
の
で
、
こ
の
四
面
の
尺
ε
い
ふ
も
の
が
、
律
暦
志
時
代
に
も
十
五
等
の
尺
ビ
し
て
畢
げ
ら
れ
、

階
唐
以
來
現
在
も
猫
続
用
に
供
さ
れ
て
居
る
こ
い
ふ
こ
ご
を
、
謹
明
す
る
も
の
で
な
か
ら
う
か
ご
考
へ
る
の
で
あ
る
や
そ

こ
で
然
ら
ば
こ
う
い
ふ
律
暦
志
の
十
五
種
の
尺
こ
か
隔
現
在
の
弓
の
尺
ε
か
、
日
本
に
あ
る
四
類
の
尺
と
い
ふ
も
の
は
、

古
く
か
ら
用
ひ
ら
れ
た
も
の
で
、
今
も
支
那
の
量
地
に
使
は
れ
る
も
の
こ
し
て
、
ざ
れ
が
一
番
古
い
も
の
で
あ
る
か
ご
い

ふ
こ
ピ
に
な
る
ご
、
私
は
當
然
こ
の
中
で
短
い
も
の
が
古
い
も
の
だ
ビ
話
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
傘
入
巻
　
研
究
　
皮
那
古
代
の
地
罰
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
七
五
　
（
七
五
）



　
　
　
第
八
谷
　
硝
究
　
支
那
古
代
の
埆
劇
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銘
一
號
　
　
七
六
　
（
ヒ
」
、
r
一
／
）

　
．
現
行
の
支
那
の
弓
の
最
も
短
き
も
の
が
三
尺
二
寸
で
、
之
を
五
分
す
る
ε
凡
そ
六
寸
四
分
強
こ
な
る
、
こ
の
六
寸
四
分

強
に
近
い
も
め
は
、
諺
語
考
に
あ
る
周
の
鎭
圭
尺
で
あ
っ
て
、
丁
番
ご
い
ふ
も
の
は
、
大
膿
六
寸
前
後
の
も
の
で
あ
る
か

ら
、
丈
量
上
最
も
古
い
も
の
を
こ
れ
だ
こ
す
る
。
現
に
朝
鮮
の
量
地
に
用
ひ
る
量
田
一
等
尺
こ
い
ふ
も
の
が
あ
る
。
随
録

に
ば
周
尺
の
四
尺
七
寸
五
分
ご
あ
っ
て
、
周
尺
の
圖
が
つ
い
て
み
る
が
、
其
の
】
尺
の
圖
は
長
さ
凡
そ
七
寸
溺
で
、
河
合

弘
民
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
一
周
尺
は
我
が
ム
ハ
寸
六
分
で
あ
る
。
文
獄
通
考
田
制
編
に
よ
お
ご
こ
の
一
等
尺
は
、
も
こ
ノ
、

周
尺
の
五
尺
を
以
て
一
歩
こ
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
其
の
長
さ
は
凡
そ
三
尺
三
寸
か
ら
、
三
尺
一
寸
三
分
五
厘
の

問
に
出
入
す
る
。
託
ち
三
尺
二
寸
で
あ
る
。
郎
ち
六
寸
四
分
の
周
尺
か
ら
出
た
も
の
た
る
は
疑
な
き
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
外
二
等
，
三
等
う
四
等
よ
り
六
等
ま
で
あ
る
が
、
其
の
基
本
は
こ
の
最
も
短
い
三
尺
二
寸
の
弓
、
即
ち
六
識
、
四
分
の
一

尺
を
用
ひ
た
も
の
だ
ご
考
へ
る
の
で
あ
る
。
朝
鮮
の
田
地
割
は
結
負
の
制
で
、
主
ご
し
て
面
積
よ
り
も
、
米
の
生
産
高
に

よ
っ
て
丈
量
す
み
ご
い
ふ
こ
だ
に
な
っ
て
み
る
か
ら
、
一
等
乃
至
六
等
迄
も
制
度
を
つ
く
り
な
が
ら
、
田
賦
考
で
は
、
畝

法
は
上
田
之
法
に
準
ず
ご
あ
っ
て
、
．
一
般
に
こ
の
一
等
尺
を
用
ひ
て
居
っ
て
、
其
の
量
田
に
は
、
一
等
尺
の
一
尺
李
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐
束
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
束

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
三
尺
二
壽
獲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
書
芸
抄

＝
負
，



一
領
ε
云
ひ
、
十
把
を
束
ご
云
ひ
、
十
束
を
負
こ
し
、
百
負
を
以
て
デ
結
ご
し
て
み
る
。
帥
ち
圖
の
如
く
に
、
方
百
尺
、

帥
ち
方
百
歩
を
以
て
一
結
ざ
し
て
み
る
こ
い
ふ
こ
ご
に
な
っ
て
み
る
。
（
鶏
林
最
早
）
こ
の
丈
量
の
仕
方
こ
い
ふ
も
の
は
、

李
朝
の
こ
ご
で
は
あ
る
が
、
私
は
古
い
文
明
を
保
存
し
て
み
る
朝
鮮
の
こ
ε
で
あ
る
か
ら
、
除
程
古
い
も
の
で
あ
る
ご
考

へ
る
の
で
あ
る
信
じ
て
井
田
の
法
を
考
へ
る
ご
．
殆
ん
ざ
こ
れ
に
類
似
し
た
る
規
則
的
な
は
か
り
方
が
、
果
然
に
も
あ
っ

た
か
ご
い
ふ
問
題
に
な
る
。
襲
き
に
述
べ
た
通
り
、
里
程
の
方
は
、
嗣
代
は
「
入
尺
豊
強
し
ご
あ
っ
て
、
秦
、
・
漢
以
後
「
六

尺
爲
歩
」
ご
代
は
つ
た
け
れ
ざ
も
、
實
際
に
墾
化
が
取
い
の
で
あ
る
が
、
周
ふ
漢
、
唐
を
通
じ
て
、
田
制
の
渉
は
短
い
。

そ
の
短
い
の
こ
長
い
里
の
歩
ご
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
從
來
、
六
尺
は
小
尽
を
用
ひ
て
、
帥
ち
八
寸
の
六
倍
、
、
田
制
の
方
は

大
尺
（
郎
ち
曲
一
尺
を
用
ひ
て
）
獅
ち
一
尺
の
五
借
で
、
殆
ん
ご
同
じ
こ
ご
だ
ビ
考
△
九
人
も
あ
み
が
、
ざ
う
も
そ
れ
は
受

取
り
に
く
い
。
現
に
三
尺
二
寸
な
ざ
い
ふ
短
い
弓
が
、
昔
か
ら
現
在
ま
で
、
・
用
ひ
ら
れ
て
る
る
の
で
め
る
か
ら
、
こ
の
考

へ
は
間
蓮
っ
て
み
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
ζ
考
へ
る
。
そ
こ
で
食
賀
志
や
、
司
馬
法
に
あ
る
「
六
尺
馳
走
」
ご
、
王
制
の
「
八

尺
爲
歩
」
ご
い
ふ
長
短
の
歩
弓
が
、
ざ
う
し
て
出
馬
た
か
ゼ
云
ふ
に
、
八
尺
一
歩
の
弓
を
腰
に
あ
て
、
は
か
る
ご
、
土
地

の
上
で
は
、
其
縷
が
實
讐
馨
ぞ
る
・
か
と
八
尺
の
弦
奮
っ
て
、
・
れ
を
股
に
す
・
・
…
究
そ
六
尺
四

寸
に
な
る
。
帥
あ
こ
れ
を
以
て
六
尺
爲
興
浜
云
っ
た
も
の
か
ご
も
考
へ
る
。
別
段
句
、
「
股
、
弦
の
考
へ
を
持
っ
て
こ
な
い

で
も
ま
い
か
も
し
れ
ぬ
が
、
實
際
「
六
尺
爲
歩
」
こ
な
っ
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
實
、
　
り
尺
の
長
さ
は
三
尺
で

今
の
六
寸
四
分
（
O
劇
×
c
ね
“
Q
o
Q
o
心
勺
　
　
　
　
、
　
　
　
勺
．
）
約
四
尺
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
も
の
で
、
其
の
弓
の
企
長
は
西
こ
の
直
隷
の
現
在
、
丈

　
　
　
第
入
谷
　
研
究
、
支
那
古
代
の
地
劇
に
6
い
て
　
　
　
　
　
　
　

第
一
號
　

七
七
　
（
七
セ
4



　
　
　
第
入
巻
　
研
究
　
支
那
古
代
の
塊
幽
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

第
一
號
　

七
八
　
（
七
八
）

景
に
用
ひ
て
み
る
、
第
二
番
目
の
長
さ
の
も
の
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
法
号
上
か
や
う
薫
「
六
尺
葛
歩
」
ご
記
し
て
み
る

か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
井
田
の
基
礎
を
考
へ
る
ご
、
其
の
一
歩
の
邊
は
、
六
尺
即
ち
六
寸
四
分
の
六
倍
、
約
我
が
三
尺
入

．
寸
除
、
そ
れ
が
李
方
に
な
っ
た
も
の
を
一
坪
ビ
し
て
、
百
歩
を
畝
と
す
る
Q
大
小
の
差
こ
そ
あ
れ
、
朝
鮮
の
結
負
の
や
う

に
す
つ
ε
長
く
、
一
歩
の
幅
を
、
百
歩
の
ば
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
畝
は
、
三
照
三
伐
、
礁
の
長
さ
絡
ジ
畝
ご
云
っ

で
、
昭
の
幅
一
尺
師
ち
六
寸
四
分
づ
、
三
筋
、
継
に
長
い
畝
が
麺
つ
た
為
の
で
、
そ
れ
が
百
條
よ
b
て
、
始
め
て
方
形
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
、
朝
鮮
一
の
一
結
、
支
那
の
百
畝
ε
な
る
。
そ
れ
が
　
即
ち
夫
で
私
田
百
畝
を
う
く
る
ビ

齢
　
　
い
ふ
こ
蕊
な
る
・
そ
れ
が
九
つ
で
調
書
る
・
蕩
｝
邊
の
讐
は
三
百
歩
で
・
帥
ち

蔀
　
　
、
重
井
適
す
翼
長
千
百
四
＋
尺
・
百
九
要
約
三
子
志
に
な
・
の
で
あ
っ
て
・
我

運
　
　
　
、
が
坪
書
し
て
三
萬
六
千
百
坪
・
郎
ち
約
＋
二
町
歩
の
も
の
が
券
さ
れ
る
・
猶
二
の
井
田

　
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
い
ふ
も
の
は
、
一
井
の
周
國
に
鯨
程
六
ヶ
敷
か
ぎ
あ
っ
て
、
昭
ご
い
ふ
も
の
も
、
田
首
は
、
之

を
倍
す
ご
い
は
れ
て
み
て
、
又
其
の
上
に
、
縦
に
途
堆
い
ふ
遣
が
あ
り
、
経
が
あ
り
、
徐
が
あ
り
、
井
と
井
ご
の
問
に
慧

溝
が
あ
b
・
、
成
の
間
に
は
漁
が
あ
り
、
同
の
聞
に
潜
が
あ
っ
た
と
い
ふ
か
ら
、
こ
の
「
六
尺
爲
歩
」
ビ
い
ふ
の
は
、
實
に
耕

地
の
正
味
で
、
其
の
学
園
に
、
濡
話
旗
い
鏡
地
が
取
っ
て
あ
っ
た
ε
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
そ
れ
が
實
行
さ
れ

て
あ
っ
だ
か
否
や
は
朋
で
な
い
。
立
代
に
な
っ
て
「
磨
…
井
田
↓
二
二
肝
階
こ
旧
こ
と
、
な
っ
た
こ
い
ふ
の
は
、
實
に
こ
の
塞

地
を
な
く
し
て
、
現
今
の
耕
地
整
理
を
や
っ
た
も
の
ご
見
る
人
が
あ
る
。
皇
正
意
世
實
用
器
巻
十
五
重
農
考
に
は
、
鵜
癒

百
歩

冒



・
京
氏
の
言
に
「
澗
山
東
登
莱
猫
敵
檜
」
芝
い
ふ
て
あ
る
。
一
準
行
っ
て
見
た
ら
ば
、
其
の
様
子
も
分
か
ら
う
ビ
考
へ
る
が
、

こ
の
井
田
を
腰
し
て
の
儀
に
つ
い
て
は
、
農
政
全
書
に
も
、
徐
光
啓
氏
が
、
藩
学
先
生
の
言
を
睾
げ
て
、
溝
漁
遽
派
の
制

ま
で
聾
し
た
為
の
で
は
な
い
。
百
畝
限
田
の
法
を
著
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
論
じ
て
み
る
が
、
實
際
折
角
あ
っ
た
経
、
駿
、

溝
、
濾
を
資
し
て
、
愛
じ
て
年
会
ご
な
し
、
廣
線
の
地
に
か
へ
る
こ
い
ふ
や
う
な
こ
ご
は
、
萬
々
無
い
こ
と
で
あ
る
。
朱

、
子
の
語
に
も
，
百
夫
而
経
路
、
そ
れ
は
階
で
、
縦
の
も
の
で
あ
る
。
降
ビ
い
ふ
は
檜
の
間
、
千
夫
に
し
て
五
道
が
あ
る
。

そ
れ
が
横
の
大
筋
で
汗
で
あ
る
。
井
田
を
麗
し
場
之
を
開
く
ご
．
い
ふ
の
は
、
な
に
も
井
田
を
や
め
て
、
か
は
り
に
肝
階
を

開
い
π
の
で
は
な
い
。
肝
も
階
も
、
井
田
の
制
か
ら
出
た
も
の
だ
、
秦
が
置
い
だ
も
の
で
な
い
。
秦
漢
時
代
の
地
割
は
、

古
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
何
も
新
ら
し
く
し
た
も
の
で
な
い
ご
論
じ
て
み
る
。
誠
に
尤
も
な
見
方
で
、
私
も
こ
の
爾
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

・
生
の
説
を
信
じ
た
い
が
、
漢
以
後
の
田
制
は
、
二
百
四
十
歩
を
畝
と
し
て
み
る
の
で
、
堅
田
百
畝
の
涯
劃
に
は
、
全
く

無
開
係
で
あ
る
こ
ビ
に
な
っ
て
み
て
、
書
置
井
田
百
歩
を
一
畝
ご
し
た
計
算
を
磨
し
て
み
る
。
而
か
も
こ
の
後
世
の
地
割

・
方
は
「
五
尺
爲
歩
」
で
あ
っ
て
、
漢
唐
事
に
差
の
な
い
も
の
で
、
六
典
に
も
出
て
み
る
。
而
し
て
そ
れ
は
朝
鮮
も
、
我
が
國

の
古
代
も
、
皆
「
五
尺
爲
歩
」
で
あ
る
、
（
我
が
國
の
古
代
田
制
に
つ
い
て
は
、
由
卓
筆
を
参
照
せ
ら
れ
た
し
）
而
し
て
こ
の

「
五
尺
相
傘
」
の
尺
は
、
周
尺
ご
は
蓮
っ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
支
那
の
田
地
測
量
に
は
、
四
類
果
れ
も
用
ひ
な
れ
て

る
て
、
牛
に
周
尺
に
似
た
短
い
尺
を
持
っ
て
、
一
審
の
廣
さ
を
量
っ
て
み
る
こ
こ
ろ
が
あ
る
こ
ご
も
髄
か
で
あ
る
。
師
ち

左
の
結
論
に
到
着
す
る
こ
ご
が
出
宣
る
。
議
事
の
長
さ
が
短
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
爲
に
短
い
弓
が
出
講
た
こ
ε
は

　
　
　
蕩
八
、
巷
　
　
研
　
究
’
　
亥
那
古
代
の
馳
翻
に
つ
い
て
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
九
　
　
（
七
九
）



　
　
　
筑
叩
八
巻
　
　
　
研
　
　
砲
瓦
　
　
串
又
雛
古
代
の
勉
鵠
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
　
八
）
　
　
（
入
○
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

承
認
さ
れ
る
。
而
し
て
そ
の
狭
い
一
霞
の
制
が
、
井
田
が
あ
っ
た
二
時
の
百
畝
の
尺
で
あ
る
ご
み
る
と
、
そ
の
ま
、
丁
田

の
制
が
、
實
行
さ
れ
た
こ
す
る
こ
ご
は
除
程
困
難
で
あ
る
。
何
こ
な
れ
ば
、
周
代
の
田
地
の
一
歩
の
長
さ
が
、
左
楼
に
短

か
っ
た
ご
し
て
み
る
ご
、
井
田
を
論
ず
る
入
は
、
左
の
や
う
な
疑
問
に
答
へ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　
周
代
に
は
私
田
百
畝
我
が
｝
町
三
反
三
面
徐
で
、
　
｝
家
を
支
持
せ
ら
れ
た
る
に
、
陪
…
唐
以
後
で
は
、
　
｝
夫
に
百
畝
、
老

男
篤
疾
風
疾
に
は
各
四
十
畝
、
寡
妻
妾
に
は
各
三
十
畝
を
給
す
る
外
に
、
社
叢
の
も
の
に
限
り
猫
二
十
畝
を
供
給
し
た
の

．
で
あ
る
か
ら
、
一
家
の
私
田
の
面
積
は
、
百
畝
以
上
或
は
数
百
畝
に
な
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
も
其
の
畝

の
廣
さ
は
二
百
四
十
歩
で
、
井
田
の
百
歩
の
倍
以
上
の
大
き
さ
で
あ
る
か
ら
馬
面
積
は
非
常
に
廣
い
こ
ご
に
な
る
。
入
口

，
増
加
し
て
土
地
の
狡
く
な
っ
た
階
唐
の
後
世
に
、
一
家
を
支
ふ
る
田
地
の
面
積
は
、
斯
の
如
く
廣
か
つ
た
の
に
周
代
草
創

の
世
、
土
地
近
く
」
人
口
稀
薄
な
時
の
、
一
家
を
支
ふ
る
田
地
の
面
積
が
、
纏
か
に
百
畝
に
止
ま
っ
た
ご
考
（
、
る
こ
ご
が

・
よ
い
か
。
換
言
す
れ
ば
、
井
田
は
詞
馬
法
や
、
孟
子
に
あ
る
通
り
に
實
行
さ
れ
て
る
る
か
ご
う
か
ご
い
ふ
こ
ご
が
疑
は
し

－
く
な
る
Q

　
私
は
地
割
の
大
き
さ
を
考
へ
、
い
ろ
一
の
現
在
の
實
際
か
ら
出
登
し
て
、
周
回
が
短
か
っ
た
こ
ご
を
認
め
る
。
而
し

一
て
虹
ハ
の
短
か
い
尺
で
、
田
地
を
は
か
る
こ
と
が
言
行
さ
れ
て
る
た
こ
ご
、
及
び
そ
れ
が
歩
廊
い
ふ
も
の
、
長
さ
を
下
め
る

、
墓
本
に
用
ひ
ら
れ
た
こ
ご
を
認
め
る
。
し
か
し
所
謂
井
田
が
、
そ
の
短
か
い
尺
で
丈
量
さ
れ
た
百
畝
で
あ
っ
だ
ご
考
へ
な

け
れ
ば
な
ら
孤
ビ
す
れ
ば
、
恐
ら
く
井
田
の
制
な
る
哩
．
の
は
、
儒
家
の
塞
想
で
慧
な
か
っ
た
か
ご
考
へ
た
い
の
で
あ
る
コ


